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550万契約 450万契約 

ワイモバイルの始動 

1,000万契約 

業務提携 
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スマホプランＳ 

月額基本使用料 

スマホプランM 

月額基本使用料 

スマホプランL 

月額基本使用料 

¥2,980 ¥3,980 ¥5,980 

         スーパーだれとでも定額  
国内通話 
完全定額  

もっと話したい人は 
＋ 

¥1,000 

オプション月額料 

シンプルな新料金 

（１ＧＢ） 
10分以内かつ300回／月まで 

通話無料 

（３ＧＢ） 
10分以内かつ300回／月まで 

通話無料 

（７ＧＢ） 
10分以内かつ300回／月まで 

通話無料 

※スマホプラン割引適用（利用開始月から25ヵ月間）。表示はすべて税抜。 
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Y!mobile A社 B社 C社

含む※ ¥2,700 ¥2,700 ¥2,700
含む ¥300 ¥300 ¥300

1GB ¥2,980 - - -
2GB - ¥3,500 ¥3,500 ¥3,500
3GB ¥3,980 ¥4,200 - -
5GB - ¥5,000 ¥5,000 ¥5,000
7GB ¥5,980 - - -
8GB - ¥6,800 - -
10GB - ¥8,000 ¥9,500 ¥8,000
13GB - ¥9,800 - -

¥2,980 ¥6,500 ¥6,500 ¥6,500

データ
通信

かけ放題料金

基本料金

最低料金

大手3社と差別化 

※1回の通話が10分以内かつ月300回まで 
※価格はすべてキャンペーン価格、税抜 
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完全通話定額でも最安 

1GB 
3,980円 

3GB 
4,980円 

7GB 
6,980円 

2GB 
6,500円 

5GB 
8,000円 

10GB 
11,000円 

(A社, C社) 

10GB 
12,500円 

(B社) 

大手3社 

※すべてキャンペーン価格、税抜 

完全通話定額の場合 
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通信 × OTT 

通信利用拡大 

Y!サービス 
利用拡大 

相乗効果 

Yahoo!ボックス 
（30GB） 

@yahoo.ne.jp
メール 

Yahoo! ID 
連携 
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利
用
者 

Yahoo!とのシナジーで 
顧客基盤の拡大 

IoT 
ウェアラブル 

スマホ 
タブレット 

Pocket WiFi 
PHS 
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トラヒック 
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端末やリッチコンテンツの普及で 
モバイルトラヒックは今後も増加 

全世界の1人当たり端末数 

2010 2020 

1台 

6台以上 

出典： Cisco VNI Mobile, 2014 

2013 2018 

1.5EB 
（エクサバイト※） 

15.9EB 

全世界のモバイルトラヒック 

動画 
トラヒック

69% 

※1EB = 10⁹GB  
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ト
ラ
ヒ
ッ
ク 

2013 2014 2020 

当社トラヒックも拡大を想定 

加入者 
増加 

トラヒック拡大 

端末多様化 
IoTの普及 

高精細/3D 
画像伝送 
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周波数割当て 
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今後割当て予定の周波数帯 

2014 2020 2015 

進行中 待機中 将来 

3.5GHz帯 
(120MHz幅) 

2.5GHz帯地域 

1.7GHz帯『F0』 
『東名阪から 
拡張』 

3.6-4.2GHz帯 

5GHz帯超等 

1.7GHz帯の早期利用を希望 

開設指針 
策定 

制度整備
完了 

標準化等
検討 
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1.7GHz帯の当社メリット 

拡張帯域 

NTTドコモ 20MHz 
（東名阪） 

NTTドコモ 20MHz 
（東名阪） 

拡張帯域 

YM ↓ 
15MHz 

YM ↑ 
15MHz 

1750 1765 1785 1845 1860 1880 1745 1840 

新規 
割当 
F0 

5MHz 

新規 
割当 
F0 

5MHz 

【MHz】 

隣接帯域のため有効利用が可能 

NW・端末に実装済 

ユーザーは直ぐにLTEで利用可能 
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2007年 

モバイルブロードバンド市場の創設 

モバイルブロードバンドへの貢献 

定
額 

2014年 

最新技術（HSPA→LTE）の展開 
完全定額制の導入 
WiFiルータの販売 

更なるインターネットの普及へ 
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周波数オークション 

最後発参入事業者の視点 
• 参入可能性の確保 
• 先行大手事業者との格差 
• 利用者料金への転嫁の可能性 
• 技術革新への対応遅れの可能性 
• 周波数の予見性確保 
 
 課題も多く、オークションを競争政策と
してどう位置づけるか検討が必要 
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インセンティブオークションでの 
周波数再編の流れ 

携帯電話 
事業者 

放送事業者 
（既存免許人） 政府が運営 

オークションには課題が多い 
再編期間や費用の最適化が図れるか 
効率面での検証が必要 

割当 返上 

対象帯域の選定 
返上の促進 

返上しない事業者も
含めたチャンネル調整 
（リパッキング） 


